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観戦者との距離 マスク・手洗い 

消毒のお願い 

新型コロナウイルス感染拡大防止 

ガイドライン 



 新型コロナウイルス感染拡大防止 

ガイドライン 
 

１ 実施基準 

  第７６回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会近畿・北信越・東海ブロック予選

大会の実施可否の基準については、公益財団法人日本アイスホッケー連盟が作成する「新

型コロナウイルスの感染防止に関する大会等の実施基準」による。 

 

２ 基本的対策 

(1) 競技役員、参加選手・監督・コーチ、従事者、観戦者等に対し、咳エチケット、マスク

の常時着用並びに手洗い・アルコール消毒など手指衛生を周知徹底する。 

(2) 会場の出入口、受付窓口及び大会本部にアルコール消毒剤や非接触型体温測定器を備え

る。 

(3) 発熱等の症状がある競技役員、参加選手・監督・コーチ、従事者、観戦者等に対し、会

場への入場を見合わせるように周知する。 

(4) 競技役員、参加選手・監督・コーチ、従事者、観戦者等に対し、豊橋市新型コロナ通知

システムの周知と利用推奨を呼びかける。 

(5) 競技役員、参加選手・監督・コーチ、従事者、観戦者等に対し、大会前に接触確認アプ

リをインストールするよう呼びかける。 

 

３ 健康調査 

(1) 競技役員、参加選手・監督・コーチ、従事者は、「健康調査票」(様式１)を使用して、起

床時体温、体調及び行動を 12 月 5 日から毎日記録する。 

(2) 競技役員、参加選手・監督・コーチ、従事者は、会場受付において、「健康調査票」を提

示し、体調確認を受けるとともに、検温を受ける。 

(3) 以下の事項が確認された場合、参加を見合わせること。 

・体調が良くない場合 

(例：発熱（37.5℃以上）・咳・喉の痛み、倦怠感、味覚嗅覚の異常などの症状がある) 

 ・新型コロナウィルス感染者との濃厚接触がある場合 

・同居家族や身近な人に感染が疑われる方がいる場合 

・現地入り前 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、

地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 

(4) 観戦者は、会場受付で、検温を受ける。 

 



４ 大会運営 

(1) 印刷物等配布物を配布する担当者は、特に手洗いやアルコール消毒に努める。 

(2) 大会本部に充てている部屋は、可能な限り、消毒と換気に努める。 

(3) 怪我等の応急措置に備え、救護室または大会本部に使い捨て手袋やマスクを常備する。 

(4) 関係者以外の観戦は、特に高齢者や基礎疾患のある方など重症化リスクのある方の観戦

を控えてもらう。 

(5) 関係者であっても、近接しての観戦や声を出しての応援は控えてもらう。 

 

５ 競技運営 

(1) 試合終了後の握手はしない。素手でのハイタッチもしない。 

(2) リンク上やプレイヤーズベンチ内などでは、唾を吐かない。 

(3) プレイヤーズベンチでは、可能な限り接近して座らない。 

(4) スクイズボトルやタオル等の使いまわしは絶対にしない。 

(5) チームスタッフは常時マスクを着用する。 

(6) レフェリーやラインズマンは手袋を着用し、ピリオド終了ごとに手洗い・うがいを行う。 

(7) オフィシャルボックスやペナルティボックスの競技役員は、常時マスクを着用するとと

もに、換気やドアノブ・電光掲示操作盤などの消毒に努める。 

(8) 選手控室に充てている部屋は、可能な限り、消毒と換気に努める。 

(9) 更衣室など人の密集する部屋の利用は、可能な限り短時間に抑えるとともに、時間差を

設けて使用するなど過密にならないように留意する。 

(10)自動車利用者は、可能な限り着替えは自宅で行い、選手控室（更衣室）では行わな 

い。 

(11)試合後には、ヘルメットやグラブ、スティック、スケート靴など他人の飛沫がつきやす

い用具の消毒、ジャージやストッキングなどの洗濯を行うように注意喚起する。 

  



注 意 事 項 

 

１  リンクの使用について 
今大会では通常の入口＆ロビーの使用を禁止いたします。 

（トレーニングジム利用の一般客との接触をさけるため） 

入退場は通常の入口を公園側に通り過ぎてある非常口とします。 

ここより入場すると電光掲示板下となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここが入口となります 



 

入場の際、健康調査票（様式１）の提示をお願いいたします。 

健康調査票（様式１）を、各自で印刷していただき事前に必要事項のご記入をお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 健康調査票（様式１） 

 

≪ 会場に入場する方（選手保護者を除く）≫ 

 

 

 

 

 
 
上記が確認できない場合は、いかなる場合であっても入場を
許可することができませんので、ご注意願います。 

 

①  大会２週間前から大会終了までの体温・行動の記録 

②  会場受付での健康調査票の提示 

③  入場する際は検温を実施 

※ 受付時の検温で37.5℃以上の方は、入場できません。 
 



リンクへの入場は 

 

１２/１９（土）１１時１０分以降 

１２/２０（日）１０時１０分以降 

 

 

上記２日間の第一試合のチームは必ず監督またはコーチの引率のもと時間厳守で入場

をしてください。（観戦の保護者の方を含みます。） 

リンクサイドにて他者と蜜になるのを防ぐため、会場内は右側通行、またお互いに譲り

合って㏿やかに移動をお願いします。 

 

選手控室は蜜になるのを防ぐため、 

選手控室２室、女子更衣室、男子更衣室の４箇所を選手控室として使用します。 

更衣室を使用するチームはそこを通り抜けてのロビーへの出入りを禁止します。 

また換気のため、扉は全開で使用をしてください。 

貴重品は各チームにて管理保管をお願いします。 

 

アクアリーナ豊橋の会場内でのウォーミングアップは禁止されています。 

観客席の廊下、ロビーなどでウォーミングアップを行わないようにお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウォーミングアップを行う場合は、会場外の広場をご利用して下さい 

 



２  観戦について 

選手保護者観戦について 

今大会は、無観客での開催ですが、選手保護者の方については、選手と同じ入場口から

入って頂き観戦することは可能です。 

ただし、健康チェックリスト（様式２）については、提出を必ずお願いします。 

ご提出いただけない場合、入場を許可することができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 健康チェックリスト（様式２） 

 

 

観客席（選手保護者の方）はプレイヤーズベンチの裏のみ利用可とします。 

（オフィシャル席裏側は使用禁止） 

ただし利用できる範囲を限定させていただきます。 

密にならないよう間隔をあけてお座りいただき、大声を出さないようにお願いします。 

また観客席への階段は電光掲示板側のみとします。 



その他の階段は利用しないでください。 

除菌スプレーやキッチンダスターなどは観客席に用意し、除菌消毒の必要な場所に設置

いたしますので、保護者の方も除菌消毒にご協力ください。 

注意事項を守って観戦いただくようにお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選手観戦について 

選手の皆さんが、観戦する場合はオフィシャル

席裏側（西側）観客席でお願いします。 

ただし、使用できる範囲はセンターラインより

南側（電光掲示板側） です。 

密にならないよう間隔をあけてお座りいただ

き、大声を出さないようにお願いします。 

また観客席への階段は電光掲示板側のみとしま

す。 

その他の階段は利用しないでください。 

観戦に関しては、競技役員の指示に従うように

お願いします。 

除菌スプレーやキッチンダスターなどは観客席に用意し、除菌消毒の必要な場所に設置いた

しますので、選手の方も除菌消毒にご協力ください。 

注意事項を守って観戦いただくようにお願いします。 

 

 

→

が



３ その他 
大会運営にあたり、厳しい条件が多々ありますが、日本アイスホッケー連盟からの大会

運営条件、アクアリーナ豊橋からの利用条件の通達等を加味して決めさせていただいて

おります。 

 

 

上記内容をチームスタッフ、選手、保護者の方への連絡をお願いたします。 
皆様のご協力よろしくお願います。  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



様式２ 

 健康チェックリスト  

 

令和２年１２月１９日（土） 

 

１ 当日の体温  （     .  ℃）  

 

２ 過去２週間における以下の事項の有無 

平熱を超える発熱（おおむね 37.0℃以上） 【 有 ・ 無 】 

咳、のどの痛みなど風邪の症状 【 有 ・ 無 】 

だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難） 【 有 ・ 無 】 

嗅覚や味覚の異常 【 有 ・ 無 】 

体が重く感じる、疲れやすい等 【 有 ・ 無 】 

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚

接触 
【 有 ・ 無 】 

同居家族や身近な知人に感染が疑われる方 【 有 ・ 無 】 

政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされて

いる国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触 
【 有 ・ 無 】 

 

３ 受付時の体温 （   . ℃） 

 

４ 大会後の報告 

本日より２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者等

（愛知県アイスホッケー連盟又は豊橋市実行委員会）に対して㏿やかに濃厚接触

者の有無等について報告します。 

【 承諾する ・ 承諾しない 】 

          

 

氏名：             所属(チーム名)： 

 

年齢：             住所： 

 

電話番号：             メール： 

 

※事前に「参加者一覧」を提出した所属の方は、年齢・住所・電話番号・メールの記入は不要 



様式２ 

 健康チェックリスト  

 

令和２年１２月２０日（日） 

 

１ 当日の体温  （     .  ℃）  

 

２ 過去２週間における以下の事項の有無 

平熱を超える発熱（おおむね 37.0℃以上） 【 有 ・ 無 】 

咳、のどの痛みなど風邪の症状 【 有 ・ 無 】 

だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難） 【 有 ・ 無 】 

嗅覚や味覚の異常 【 有 ・ 無 】 

体が重く感じる、疲れやすい等 【 有 ・ 無 】 

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚

接触 
【 有 ・ 無 】 

同居家族や身近な知人に感染が疑われる方 【 有 ・ 無 】 

政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされて

いる国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触 
【 有 ・ 無 】 

 

３ 受付時の体温 （   . ℃） 

 

４ 大会後の報告 

本日より２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者等

（愛知県アイスホッケー連盟又は豊橋市実行委員会）に対して㏿やかに濃厚接触

者の有無等について報告します。 

【 承諾する ・ 承諾しない 】 

          

 

氏名：             所属(チーム名)： 

 

年齢：             住所： 

 

電話番号：             メール： 

 

※事前に「参加者一覧」を提出した所属の方は、年齢・住所・電話番号・メールの記入は不要 



様式１ 第７６回国民体育大会冬季大会スケート・アイスホッケー競技会

競技名

分類

氏名 年齢

住所

連絡先(電話番号)

14日前 13日前 12日前 11日前 10日前 9日前 8日前 7日前 6日前 5日前 4日前 3日前 2日前 1日前 初日 2日目
12/5 12/6 12/7 12/8 12/9 12/10 12/11 12/12 12/13 12/14 12/15 12/16 12/17 12/18 12/19 12/20

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

渡航期間

・体温は計測の数値を記入。
・健康状態は、選択ボタンから有無を選択。(プリントアウトした場合は、有り（〇）、無し（X）を記入。）
・1か月以内に海外渡航歴がある場合は、渡航先（滞在地・経由地）を記載のこと。
・健康等相談、連絡したいことが有れば、記載してください。

健康調査票 アイスホッケー競技

□本人サイン

□過去14日以内に政府から入国
制限、入国後の観察期間を必要
とされている国、地域等への渡
航又は当該在住者との濃厚接触
がある場合

歳

                              ～

月／日

□過去14日以内に海外渡航歴

相談記述：相談したいこと、連
絡しておきたいことが有れば，
記載して下さい。

第７６回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会

所属/都道府県

近畿・北信越・東海ブロック予選大会

記載に関して：

□体温

□嗅覚や味覚の異常

渡航国名（滞在先・経由地）

□咳(せき)、のどの痛みなど風
邪の症状
□だるさ(倦怠(けんたい)感)、
息苦しさ(呼吸困難)

□体が重く感じる、疲れやすい
等
□新型コロナウイルス感染症陽
とされた者との濃厚接触の有無
□同居家族や身近な知人に感染
が疑われる方がいる場合

※ 濃厚接触とは、「感染者に必要な感染予防策をせずに手で触れること、または対面で人と人との距離が近い接触（１ｍ程度）が一定時間（１５分）以上続くこと」と定義します。
※ 帰郷後この用紙は、１月４日まで保管して下さい。また、主催者側の要望があった場合は、提出して下さい。

大会期間中


